別記様式１
記　　号　　番　　号

令和　　年　月　　日
　福 島 県 知 事　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島市杉妻町２－１６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○輸出促進協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　福島太郎　
農産物等海外販路開拓支援事業実施計画承認申請書

農産物等海外販路開拓支援事業実施要領第５の規定により承認を受けたいので、下記のとおり関係書類を添えて申請します。

記

１　事業実施計画書
　　　別紙（別記様式２）のとおり
２　その他の書類
（１）団体規約・定款等
（２）役員名簿
（３）団体の活動が分かる資料（事業計画書、事業実績書等）
（４）最近の収支予算書、決算書
（５）その他必要な書類

３　本事の責任者及び担当者
（１）責任者氏名　福島太郎
（２）担当者氏名　福島花子
（３）連絡先　　　福島市杉妻町２－１６　○○○○輸出促進協議会　　　　　　　　　電話　０２４－５２１－○○○○

別記様式２
事業実施計画書
第１　総括表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	実施事業区分
	活　動　名
	事業費計画額
（事業費精算額）
	備考

	海外販路拡大
輸出環境整備

	1　A国向けPR事業
2　B国向け販売促進事業
1　A国向け輸出環境整備
　

	　　　1,000,000円
　　　1.000,000円
800,000円


	

	合　計　
	　　　2,800,000円
	


※実施事業区分名の欄には、｢海外販路拡大｣と｢輸出環境整備｣に区分して記入する。

活動名の欄には、個別計画書③の「活動名」を記入する。

事業費計画額（精算額）の欄には、活動名ごとの事業費及び合計額を記入する。

第２　事業の目的
	　本協議会は、生果実の輸出を促進することを目的として、県内農業者で構成された団体である。
今年度の本事業において、A国、B国における桃・リンゴ等の輸出拡大のため、見本市出店や店頭販促を行うとともに、関係先の訪問を通じて新たな輸出先の確保に努める。
　また、A国への桃輸出に向けて、検疫官の招へい及び選果こん包施設の登録申請のための防虫網等による害虫汚染防止措置を行う。
　これらの取組により、〇〇地域の輸出量を増加させることにより、Ａ国及びＢ国での県産果実の高付加価値化を目指す。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第３　事業の目標及び実績等
　１　事業の目標　　

	目標（達成すべき成果）（例に従い具体的に記載のこと）

	（例：具体的な商談先、商談内容、契約関係、直近３年間の実績及び今後３年間の売上見込み、市場占有率等）
（１）海外販路拡大事業

　ア　A国
　　　９月開催の○○見本市へ出展し桃及び桃加工品のPRを行う。見本市ではバイ
ヤー等とのコネクションを築き、その後の商談に結びつける。これにより、△件の新規取引先を獲得する。
　イ　B国
　　　○○百貨店においてリンゴの店頭販促を行い、消費者の認知度向上を図るととも
に、新たな棚割に向けた交渉を行う。また、○○社を訪問し、新たな販売先として
の交渉を行う。これにより、■■■kgの輸出量増加を目指す。
（２）輸出環境整備
　　　A国への桃輸出に向けて、検疫官を招へいし、栽培地登録を目指す。
　また、選果こん包施設について、防虫網等による害虫汚染防止措置を行い、選果こん包施設の登録を目指す。
　※　直近３年間の実績及び今後３年間の売上見込

R〇年
R〇年
R〇年
R〇年
(見込)

R〇年
(見込)

R〇年
(見込)

A国
実績なし
実績なし
●円
(加工品)

●円
●円
●円
B国
●円

●円
●円

●円
●円
●円


	実績及び成果（目標に対する成果を具体的に記載のこと）

	


　注）実績及び成果の欄は、事業実施後に記入する。
２　過去の補助実績

	実施年度
	国・地域
	商品

	令和〇年度
	Ｂ国
	りんご

	
	
	


　注）複数年度実施した場合は年度毎に国・地域、商品を記入する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（個別計画書（実績書））
　　　　　　　　　　　　　民間団体・県域等農業団体名：○○輸出促進協議会　　　　
1 経費の内訳
	実施事業区分
	
	備 考

	
	事業費
	補助金
	その他
	

	海外販路拡大
輸出環境整備
	　2,000,000円

　　　800,000円
	1,500,000円

800,000円
	500,000円

円
	

	合　計
	2,800,000円
	2,300,000円
	500,000円
	


2 活動内容
	実施事業区分
	事　業　内　容

	海外販路拡大
輸出環境整備
	1　A国向けPR事業
　 　期間：令和○年９月１日（土）～同年９月６日（木）
　 　場所：A国（○○展示会場、●●社　ほか）
　　 内容：○○見本市への出展、商談

事業費計：1,000,000円
2　B国向け販売促進事業
　 　期間：令和○年８月１日（火）～同年８月５日（土）
　 　場所：B国（○○百貨店、■■社　ほか）
　　 内容：○○百貨店におけるリンゴの店頭販促、■■社との商談
　　 事業費計：1,000,000円
1　A国向け輸出環境整備
　 　期間：令和○年６月１日（木）～同年９月３０日（土）
　 　内容：Ａ国への桃輸出に向けた検疫官の招へい、選果こん包施設の害虫汚染防止措置
　　 事業費計：800,000円



　
3 各活動の内訳（海外販路拡大事業（１））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.　　　　 
	活動名
	Ａ国PR事業

	期間
	令和○年９月１日(土) ～ 令和○年９月６日(木)

	場所
	○○展示会場、●●社ほか２社


	活動内容
	Ⅰ　○○見本市
１　目的、活動概要

　　Ａ国では、日本産の桃が贈答品として需要があるものの、本県産桃は輸入規制により出荷できなかった。今回、令和６年に輸入規制が撤廃されたことにより、本県産の青果を輸出できることになったことに加え、新たな生産地としてＡ国バイヤーから多数の問い合わせもあることから、○○見本市に出展し、桃・桃加工品のPRを行うとともに、来場したバイヤーとコネクションをつくり、後日の商談につなげる。
２　販売・PR品目

　　桃、桃加工品（桃ジュース、桃ゼリー）
３　イベント規模

　　９月２日より３日間開催。１万人が来場。

４　PR対象者

　　バイヤー、プレス、小売業者　など

５　連携する団体

　　△△協同組合
　　ジェトロ

６　活動の具体的内容

　・人　員　○人

　・期　間  ９月２日より３日間
　・PR品目　桃、桃加工品、パンフレット
　・内　容　ブースを設置し、試食やアンケートを実施するとと
もに、バイヤー等とのコネクションを築く。
Ⅱ　関係機関等訪問
１　目的・概要

　　現地卸業者や小売店を訪問し、現地の情報収集を行う。

２　連携する団体

　　△△協同組合
　　ジェトロ

３　活動の具体的内容

　・人　員　○人
　・内　容　■社、△△百貨店、□□スーパーの担当者と意見交換を実施するとともに、Ａ国の市場について情報収集を行う。なお、訪問先の選定は、連携する現地ジェトロから紹介を受けたもの。
※行　程
　９月１日　福島市→成田→A国
　９月２日　〇〇見本市出展（～４日）
　９月５日　■社ほか２社訪問、情報交換
　９月６日　A国→成田→福島市

	活動費
	＜海外販路拡大＞
イベント運営費：　　　　　　　　　　　　　　 400,000円

旅費： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　250,000円

通訳・翻訳費： 　　　　　　　　　　　　　　　 50,000円

資材費・資材作成費： 　　　　　　　　　　　　 50,000円

通信運搬費：　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　円

販売促進員雇用経費：　　　　　　　　　　　　　　 　　円

保険料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50,000円

使用料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50,000円

賃借料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50,000円

手数料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50,000円
試食等サンプル経費：　　　　　　　　　　　　　50,000円

サンプル分析費：　　　　　　　　　　　　　　　　　　 円

車両借上料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 円

その他
（具体的に記載のこと）：                             円
　　合計　　　　　　　　　1,000,000円

（補助金　　750,000円、自己負担額　　250,000円）



	担当部署名
	○○輸出促進協議会

	担当者職名
	○○
	担当者氏名
	○○○○

	住　所
	〒960-8670　福島市杉妻町２－１６

	ＴＥＬ
	024-521-8041
	ＦＡＸ
	024-521-7942

	E-mail
	aaaaa@pref.fukushima.lg.jp


※活動名ごとに本葉を記載すること。

③ 各活動の内訳（海外販路拡大事業（２））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.　　　　 
	活動名
	Ｂ国販売促進事業

	期間
	令和○年８月１日(火) ～ 令和○年８月５日(土)

	場所
	○○百貨店、現地スーパー　など

	活動内容
	Ⅰ　○○百貨店販促

１　目的
Ｂ国に対しては、Ｒ５年からリンゴの輸出を開始し、一定の引き合いがあるものの、青森県等大規模産地と比べて消費者の認知が広がらないという課題がある。そこで、○○百貨店特設コーナーにて８月２日、３日に特別販売を実施し、百貨店側及び消費者に直接PRすることで、消費者への認知向上を図るとともに、新たな棚割の確保を目指す。併せて、■■社訪問により、今後の販路拡大に向けた個別商談を実施する。
２　販売・PR品目

　　りんご、りんご加工品（リンゴジュース）
３　イベント規模

　　○○百貨店における単独イベント（百貨店来客者数○千人）
４　PR対象者

　　百貨店、消費者
５　連携する団体

　　△△協同組合
６　活動の具体的内容

　・人　員　○人

　・PR品目　りんご、りんご加工品、パンフレット

　・期　間  ８月２日、３日の２日間
　・内　容　店頭において試食販売を実施するとともに、今後のブランディングの参考とするため、消費者にアンケートを実施する。
Ⅱ　市場調査
１　目的
令和○年度輸出計画作成のため、市内スーパーマーケットや市場等の調査を実施する。
２　連携する団体

　　△△協同組合、福島県貿易促進協議会、福島県

３　活動の具体的内容
　・人　員　○人
　・期　間　８月４日の１日間

　・内　容　○○スーパーマーケット、市場などにおいて、現地
競合品の状況を調査する。なお、訪問先は連携する
協議会と協議して決定する。
※行　程
　８月１日　福島市→成田→Ｂ国
　８月２日　イベント開催（～３日）
　８月４日　〇〇スーパーほか２か所を視察
　　 ８月５日　Ｂ国→成田→福島市



	活動費
	＜海外販路拡大＞
イベント運営費：　　　　　　　　　　　　　　 400,000円

旅費： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　250,000円

通訳・翻訳費： 　　　　　　　　　　　　　　　 50,000円

資材費・資材作成費： 　　　　　　　　　　　　 50,000円

通信運搬費：　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　円

販売促進員雇用経費：　　　　　　　　　　　　　　 　　円

保険料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50,000円

使用料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50,000円

賃借料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50,000円

手数料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50,000円
試食等サンプル経費：　　　　　　　　　　　　　50,000円

サンプル分析費：　　　　　　　　　　　　　　　　　　 円

車両借上料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 円

その他

（具体的に記載のこと）：                             円

　　合計　　　　　　　　　1,000,000円

（補助金　　750,000円、自己負担額　　250,000円）



	担当部署名
	○○輸出促進協議会

	担当者職名
	○○
	担当者氏名
	○○○○

	住　所
	〒960-8670　福島市杉妻町２－１６

	ＴＥＬ
	024-521-8041
	ＦＡＸ
	024-521-7942

	E-mail
	aaaaa@pref.fukushima.lg.jp


※活動名ごとに本葉を記載すること。

③ 各活動の内訳（輸出環境整備）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.　　　　 
	活動名
	Ａ国向け輸出環境整備

	期間
	令和○年６月１日(木) ～ 令和○年９月３０日(土)

	場所
	○○地域桃生産ほ場、○○選果場

	活動内容
	Ⅰ　検疫官の招へい
１　目的
Ａ国への桃輸出に向けて、検疫官を招へいし、栽培地登録を目指す。
２　輸出対象国
　　Ａ国

３　対象品目

　　桃
４　活動の具体的内容
　・招へい人数　Ａ国検疫官１人

　・招へい場所　○○地域桃生産ほ場
　・期　間  ６月１日～２日
　・内　容　生産園地登録のため、Ａ国検疫官による、○○地域桃生産ほ場の査察に対応する。
Ⅱ　選果こん包施設の害虫汚染防止措置
１　目的
　　Ａ国への桃輸出に向けて、選果こん包施設の防虫網等による害虫汚染防止措置を行い、選果こん包施設の登録を目指す。
２　輸出対象国
　　Ａ国
３　対象品目

　　桃
４　活動の具体的内容
　・内　容　○○選果場において、選果こん包施設の登録のため、防虫網等による害虫汚染防止措置を行う。


	活動費
	＜輸出環境整備＞
旅費：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　300,000円

通訳・翻訳費：　　　　　　　　　　　　　　　200,000円

資材費・資材作成費：　　　　　　　　　　　　300,000円

通信運搬費：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 円

除虫作業員等雇用経費：      　　　　　　　　　　　 円
保険料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 円
使用料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 円

賃借料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 円
手数料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 円

試食等サンプル経費：　　　　　　　　　　　　　　　 円
サンプル分析費：　　　　　　　　　　　　　　　　　 円
車両借上料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 円

その他

　　合計　　　　　　　　　　800,000円

（補助金　　　800,000円、自己負担額　0円）



	担当部署名
	○○輸出促進協議会

	担当者職名
	○○
	担当者氏名
	○○○○

	住　所
	〒960-8670　福島市杉妻町２－１６

	ＴＥＬ
	024-521-8041
	ＦＡＸ
	024-521-7942

	E-mail
	aaaaa@pref.fukushima.lg.jp


※活動名ごとに本葉を記載すること。

